材料の衝撃問題シンポジウム講演会原稿作成要領


○吉田太郎（材料学会） 


A Sample of Manuscript of Japan Congress on Materials Research
Taro YOSHIDA, The Society of Materials Science, Japan, 1-101 Yoshida-izumidono-cho, Sakyo-ku, Kyoto 606-8301
１．はじめに

　これは、日本材料学会講演論文集の原稿のフォーマットを引用し、本シンポジウム用に改編したものです。第11回材料の衝撃問題シンポジウムでは、講演原稿を電子データ（PDF）とし、CD-ROM講演論文集として配布予定です。本フォーマットに従いＡ4、４ページ以内に日本語または英語で電子データを作成して下さい。図表にカラーを用いても構いません。なお、マイクロソフトワードで原稿を作成される場合は、この原稿作成要領をそのまま原稿にお使いになれば、マージンなどの設定は不要です。以下では、フォーマットの詳細を示します。

２．原稿作成要領

２・１　ワープロソフト　原稿作成には、マイクロソフトワード（９７以降）もしくは一太郎（バージョン８以降）をお使いください。その他のソフトを使用する場合は、この作成要領にもっとも近い体裁になるように調整して原稿を作成して下さい。

２・２　原稿サイズ　原稿はＡ４（297mm×210mm）とし、４枚以内に作成して下さい。４枚を超える場合は受け付けられません。

２・３　マージン　原稿用紙に、左右20mm、上部20mm、下部25mmのマージンを確保し,この枠内に原稿を作成して下さい。また、本文は２段組とし、コラム幅80mm、コラム間隔を10mmとして下さい。

２・４　題名、著者名　題名は１５ptのＭＳ明朝のボールド（太字）、著者名は１１ptのＭＳ明朝体をご使用の上、本例に従って記載して下さい。題名は中央揃えとします。
また、著者名は、氏名、勤務先の順に記載して下さい。連名の場合は講演者（登壇者）に○印をつけて下さい。

２・５　本文　本文は９ptのMS明朝をご使用下さい。1コラムの文字数は全角で２５文字程度、行間隔は１３pt～１５pt程度として下さい。したがって、１コラムあたり４８～５３行、１ページあたり約２２０８字です。
参考文献は1)、2)のように番号をつけて本文の最後にまとめて下さい。参考文献の書き方は、日本材料学会誌｢材料｣に準じます。
２・６　図表　図表を本文で引用する場合は、図（写真を含む）については、図１、図２のように、また表は表１、表２のように引用して下さい。なお、図表中の説明、キャプションは原則として英語とします。
図はこの見本のように用紙にそのまま貼り込める大きさに用意し、本文中の説明と離れない位置に貼り付けて下さい。図・表どうしあるいは、図、表と本文は１行以上間隔をあけるようにして下さい。
３．原稿の送付

原稿のPDFファイルを、必ず締切日までに電子メールにて衝撃部門委員会事務局までご送付下さい。その際、メールの件名を「衝撃シンポジウム原稿提出」としてください。また、ファイル名を「TaroYoshida.pdf」のように講演者の氏名を英語表記してください。原稿をPDF化する際は、必ずフォントの埋め込みを行い、複数のPCで文字化けが生じないか確認するようにして下さい。送付先は下記の通りです。
■　送付先：higuchi-m@se.kanazawa-u.ac.jp
金沢大学 理工研究域 機械工学系
庶務幹事　樋口　理宏
■　締切：2014年11月4日(火)
                   ４．講演発表

講演発表時間は２０分（内、討論５分）の予定です。使用機器はPCプロジェクタを用意しています。PCは各自ご用意下さい。
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＜図表と本文との間は、１行分あける＞
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Fig. 1 Relationship between da/dn and (K.
